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Ⅰ. 一 般 演 題

D 多核 白血球のブタ冠状動脈弛緩作用
-低酸素 8蒋酸素化の影響-

佐久間一弘 ･木下 秀則 (新潟大学麻酔科)

多核白血球のブタ冠状動脈平滑筋張力に及ぼす作用に

おける低酸素 ･蒋酸素化の影響について検討した.低酸

素群では多核白血球 105cellsml及び 106ee11smlに

より対照群に比して大きな弛緩作周がみられ,再酸素化

により短時間の収縮とそれに続く弛緩及び持続的な収縮

が観察された.また対照群と同様ウアバイン 5XIOー6M

により平滑筋弛緩作用は抑制された.以上より多核白血

球による平滑筋弛緩作用は内皮由来過分極因子が関与し,

低酸素下において増強することが示された.

2) ラット顎関節内マスタ- ドオイル注入をこよ

り誘発 される眼噂筋活動の,蒋発火的増加

に対する塩酸ナロキソンの効果について
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マスタ- ドオイルの顎関節注入をこより引き起こされる

顎二腹筋と喋解の筋電図 艦MG)活動の,再発東的 EMG

活動増加現象をこ対するチナロキソンの影響を調べた.実

験にはラットを用い,延髄領域クモ膜下腔内にカテ-チ

ルを挿入し,その先端が左側の三叉神経脊髄銘核尾側亜

核 (Vc)の近 くになるように留置 した.20分間のコン

トロールを得た後,20%マスタ- ドオイルを左側顎関節

に注入した.それによる阻噂筋群の EMG活動が消焦

した胤 ナTlキ､Jン し1/Eg,10FEg,30/Lg)を')モ膜 ~卜

kgを静脈内に授与して.その後に生した EhJ1G活動の

変化について検討 した.その結果,再発大的 EMG活

動は,クモ膜下腔内投与群では少塵のナロキソソでも増
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加が認められ また両群で用量依存的をこ増加 した.潜時

では頗慶依存的な変化はみられなかった.したがって,

ナ口車ソソは Vcをこ作用 した可能性が高いと考えられ

た.

3)AMPA 選択的 グル タミソ酸受容体チャネル
におけるペソ トパルピタ…ル作用部位の同定

山倉 智宏 (新潟東学麻酔科)

嶋村 建司 ∈警撃霧 警雷撃所)

選択的グルタミン酸受容体チャネル (AMPA受容体)

を阻害することが知られている.分子生物学的研究によ

り,AMPA受容体は,αサブユニットくぼ1-α弟 によっ

て構成されることが明らかとなり,また最近,AMPA

受容体の PB感受性が,a2サブユニットをこよって決定

されることが報告された.本研究では,AMPA受容体

の PB感受性決定部位を同定するために,tgl毎2チャ

ネルの PB感受性に及ぼす α2サブユニットの点変異

(a2サブユニットの推定膜貫通領域 M2のアルギニソ

をグルタミンに置換 した変異 α2-R586Q)の影響を解

析 した.

アブTjカツメガエル卵母細胞に発現された α1/a2チャ

ネルのアゴニス トによる電流応答は,PBにより,効果

的に抑制された.一方,変異 α2--R586Q は,α1/a2チャ

ネルの PBに対する感受性を,ぽ1および α2-R586Q

ホモメリックチャネルの PB感受性に相当するレベル

にまで低下させた.この結果は,tr2サブユニットの M2

領域のアルギニンが,AMPA受容体の PB感覚性を

決定することを強く示唆すると考えられる.

4)りン′ミ球細胞内カJLシウム濃度 ([ca2+])
に対する力′しシ トこン (CT)J')作屑

相田 純久 (纂野 合病院)
安保 徹 (新潟大学医動物l

りソバ球では抗原刺激が加わると [Ca2+]の上昇が

起こり.情報が伝達さI'1る.破骨細胞では CT により

[~ca2+~いり上昇がおこる. 17ソバ球にもCT受容体の

発現が認められている.そこでCT のリソバ球 [Ca2+]
i二村する作用をCH3てウ7J')胸腺細胞で nowcytomet_ry

を周いて検討 した.CT はリソバ球に対 し,2相性の作


